
③使用する材料を用意 ④クランプ取付け(庇底張り)

　防鳥ネット(アコール)、固定具、キャップ、ボンド、 　H型鋼へクランプを取付けます。
　縫い糸、インシュロックを用意します。 　(ソケットレンチ付インパクトを使用)

　クランプ、Φ２ワイヤー、ターンバックル、スリーブを 　充電式インパクト(ソケットレンチ)、ラチェット、圧着
　用意します。 　工具、ペンチ(ワイヤーカッター)を用意します。

①H型鋼に取り付ける金物を用意 ②必要工具を用意

庇(折板屋根) 単線ネット取付 標準施工手順
ｱｺｰﾙ15・20・25・50共通

施工前

施工の流れ



　※ターンバックルは１０ｍに１本程度使用してく
　 　ださい。

　張ります。手で引っ張ってもたわまない程度まで 　ます。今回は赤線のようにワイヤーを設置しました。

　を目安に設置してください。 　リング側にワイヤーを通しワイヤーを手で引張り
　ながらスリーブを圧着します。

　締め込んでください。 　※ターンバックルは約１０ｍに１本使用してください。

⑦ワイヤー張込み ⑧ターンバックルとワイヤーを連結する

　ワイヤーを張込みます。クランプの間隔は３ｍ以内

　④～⑨の手順を繰り返し、四周にワイヤーを張り

　ターンバックルのフック側をクランプに引っ掛け、

　手締めラチェットレンチで締め加減を調整する。 　設置したクランプにワイヤーを取付けます。
　１箇所に対してスリーブは２個使用し、圧着工具
　にてスリーブをかしめます。

⑨ターンバックルにてワイヤーを締め込む ⑩四周ワイヤー張込み

　ターンバックルをペンチなどで締込み、ワイヤーを

⑤ラチェットレンチで締め具合を確認 ⑥ワイヤー取付け

３ｍ以内



　ネットを成形する。 　固定する。ネットキャップは『カチッ』と音がする
　まで確実に押し込んでください。※押込みが不
　十分だとキャップはすぐに外れてしまいます。

⑯ネットキャップでネットを結束する

　折板屋根谷部分(タテ１列)に切れ込みを入れて 　ネットを２マスつまみ、成形し、ネットキャップで

　固定具取付け位置にマーキングします。 　写真のようにハの字になるように固定具を取付け
　※折板屋根の隙間からも鳥類が侵入します。 　ます。(写真は変性シリコンコーキングを使用)
　必ずネットなどで侵入できないよう塞いでください。

⑪ワイヤーとネットを結束する

　チ以内で結束してください。 　通してからカットした部分を縫い込み塞ぎます。

⑬折板屋根ネット固定具設置 ⑭ボンドを塗布し固定具を取り付ける

⑫四周ネットを結束する

　縫い糸、もしくはインシュロックにてワイヤーとネット 　庇底面の四周を結束します。
　を結束します。インシュロックの場合は２００mmピッ 　照明などがある場合は、一度ネットをカットし照明を

⑮谷部分のネットを切り込む



　折板屋根全ての箇所を同様に加工して塞ぎます。 　固定具接着面の状態により、プライマーを塗布する
　など下地処理を施してから固定具を取付けてくださ
　い。

⑰同様に加工する ⑱側面Ｈ型鋼 立上り部分ネット施工

施工完了　

※ネットの垂れ下がりが気になる場合は赤線の

ように垂れ下がり防止用のワイヤーをネット

設置後に施工してください。



施工完了　


